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第3回地研講演会要旨

三重県における計画行政

一第一次総合計画策定を中心に一

三重県知馴公室公報課課長大原久直氏

〔はじめに〕

地域問題総合調査研究室では行政官庁､学界、

産業界、住民組織などから識師を招き、地域で

現在何が間遡になっているかについて交流を図

るために、毎年定期的に識油会を開催している。

第3回醜斌会は、1月29日、三亜鼎知耶公室広

報課課畏大原久直氏を識師にお招きして､100

名を超える本学教職員・学生の参加者により、

本学41稀教室で開かれた。

以下は、その識演の要旨を採録したものであ

る。（小見出しは絹築委員による｡）

◇ ◇ ◇

只今、御招介頂きました県の広報課長の大原

です。御招介頂きましたようにﾘﾊ庁に入りまし

たのは昭和30年12月でございます。早いもので

もう31年もたったのかと思っているのですが、

そのうち20年は企画畑を歩いてきたわけです。

鬼面人を驚かすといいますか、素頓狂な発想を

するのが企画の様に思われる方がいます。しか

し、奇抜な企画が当たるということは、めった

にないこと、そして、どちらかと首えば製方に

徹するというのが企画ではないかと思います。

私は、現在広報課課長をしておりまして、人

は、県の顔ですねといってくれますがとんでも

ないことです。いつも私は製方ですといってお

ります。本物の企画マンというのは、製方であ

るというのを御理解頂きたいと思います。
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1．節一次長期総合計画の背景

今日の本題の計画行政ということですが、県

の第一次長期総合計画についてお話をします。

計画と言いましてもいろいろありまして、例え

ばみなさんが旅行するとか、マイホームを建て

るとか、そういった個人的な計画もございます

し、行政でも、通路整備5か年叶画とか、港湾

5か年81･画とか、中部圏計画とかいろいろある

わけです。県の場合、色々な計画の中で一番大

本になるのが長期総合計画でございまして、今

第一次と申し上げましたが、初めてということ

でもありません。三亜県が長期的な総合計画を

もちましたのは36年12月のことで三亜県長期経

済叶画というのがまとめられております。その

以前にもあったということもIlHいております。

40年には地域別総合計画というのを莱定しまし

た。これは、北勢とか東紀州とかの地域別の計

画です。42年になりますと第二次長期経済計画、

47年には県政振興計画というのができておりま

す。この計画が前田中覚知耶の岐後の計画にな

るわけです。47年の3月に公我されたのですが、

この47年12月に、現田川知邪に引き継がれまし

たので、わずか9か月で第一次長期総合計画に

かわっていったことになります。この時代の背

景ですが、12月の知事選で前田中覚知事が衆議

院議風に出馬したため、現田川氏と、当時四日

市市艮であった九鬼氏、それに遠藤さんとの戦

いで、枯局田川氏が当選した。翌年の48年4月

に私は企画室への異動を命じられ災期汁画を担



当することになりました。係長以外3人の小さ

な係でした。その秋には、三亜県政の避本方針

という田川知耶の新しい方針が出されました。

この方針は、企画の先盟で中川さんという方が

部屋へ程具を持ち込み、奥さんのおにぎりの差

し入れを受けながら、毎晩がんばって密きあげ

たという有名なものなんですが、田川知耶の第

一次総合計画とのワンポイントリリーフといい

ますか、つなぎの役をしたわけです。それが49

年の春に公淡されまして、議会なんかでも、非

常に好評でした。49年3月にいよいよ新しい計

画を作るべし、ということになりまして、私連

が担当することになりました｡49年4月から2年

間、いよいよ計画づくりを始めるわけです。

県の長期総合計画というのは何人ぐらいで作る

のだろうということですが、ここにあります緑

色のが、私共が作った第一次ので、茶色のがこ

の前できました第二次の総合計画なんです。約

300頁ぐらいですが2年がかりの作業となりま

,すとそれなりの体制が必要で、スタッフは自治

省から優秀な方が私たちのキャップということ

でこられまして、課長補佐級の主幹が3人、係

長2人、主邪が3人で始めました。私も離しい

仕耶をするのだからということなのでしょうか、

この時38才で係長にしていただきました。生意

気盛りの係長が計画作りをお手伝いをするとい

うことになりました。

田川知耶の叶画を作るわけですから、一度話をしな

ければならないということで、県庁へ入って初めて知

事に呼ばれまして、9人のスタッフが知砺と話をしま

した。知蛎が何を言われてもなるほど、なるほどと思

いまして、この話をつなげていったらこんな計

画なんてすぐ出来るなと思って帰ってきました

が、つなげてみようと思っても文軍にならない

のです。いっしょうけんめい聞いていたのです

が、あがっていたのかとても文章にはなりませ

んでした。そんな記憧があります。その時、私

は・やるつきやない”と思いました。私の方が

先だったのです。土井さんがまねているんです。

私が長計を担当して幸いだったことは、県庁に

もハト派とタカ派とあるんです。開発をもっと

やるべしとか、”伊勢湾埋太郎〃というあだ

名の人がいるんです。伊勢湾を全部埋め立てて

臨海コンビナートを造るんだとかという考えの
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人もいる一方、伊勢湾は砂浜を残さなければい

けない､環境優先だという人もおります。私は、

尾鷲の出身でして、当時の私は、大きな通路が

できる。海水浴蝿がなくなる、川の水も汚れる

ということでどちらかと言えばハト派だったん

ですけど、ハト派であったために、革新をパッ

クに緑と命を樋材してでてこられた新知耶の叶

画を作るのに、すんなりと入れたのかなあとい

う気がしています。

もう一つは47季-49年にかけて､世の中がガラガラ

と動いている時期でして、例えて言いますと、47年7

月には、力〕の田中内閣が成立しております。大変な人

気でありまして、支持率が62影ということで、今は考

えられないですね、評判が悪いですから。列島改

造誼だとか、あるいは景気拡大、日中国交回復

ということで、絶頂でありました。また、福祉

元年ということがいわれていまして、70歳以上

の医療費をただIこしょうとか、老齢桐祉年金を

あげようとか、一辿の福祉策が続々とでてきた

のが、47．48年頃です。それから昭和元禄とい

う言葉もはやりまして、余暇対策課などという

お役所に遊び方についての仕駆をする課ができ

ました。さすがに三亜県は余暇課というのは作

らなかったのですが、括はありまして、余暇行

政というのがまかり通った時期でもあります。

48年の10月と12月の2回にわたりまして、例の

OPECが原油を4倍くらい値上げしまして、

大変なことになりました。48年の暮れ、田川氏が知

事になった翌年の幕れになるのですがトイレッ

トペーパーを買うのにうちのかみさんも並んだ

し、私も砂創を闘いに走った記憧があるんで丈

そういう、狂乱物価の大衝撃の時代でした。

それから、三m県にとって忘れてならないのは、

ず～つと統いていた公害問題、斑境問題がつい

に四日市公害裁判判決という形で、47年にある

秘の結誼がでたということです。先程私の御紹

介の中に中南勢開発計画というのがありました

が私は中南勢開発計画を作る部屋にも2年程お

りまして、この計画の幕引きを手伝いました。

伊勢湾埋太郎さんが言ったように日本鋼管のよ

うな造船所やコンビナートをずらりと並べよう

という計画があったんです。けれどこの叶画は、

漁民の了解とか、瑚塊を大事にしようという人

たちの賛成を何られぬまま幕引きをしました。



それがこの頃です。

2．節一次長期総合計画の策定方針

時代が変わっていく中で、新しい計画を作ら

なければならないという理由づけがだんだんと

私の頭の中で浮かんできました。時代が次々に

変わっているということ、三重県がかつてもく

ろんだ臨海型の大規模開発は、見直さなければ

ならない。緑と環魂保全を砿視しなければならない。

それから労働者であるとか消費者であるとか、

身体の不自由な方とかお年寄りを大邸にしていか

なければならない、そういう時代であるという

こと。もう一つは、これは今でも私はいつも思

っていることですが、三遁県らしさというもの

を打ち出さなければならな↓.。幸い田川さんの

ような知耶をお迎えしたのだから……。どこか

の県の計画をもってきて表紙をちぎって、三通

雌長期総合計画としてもある程度通用するんで

すね。そういうものは作りたくない。三重県ら

しいものを作るべきである。そういうことを理

由にして、新計画の作業にびくびく入っていっ

たのです。

今まで、裏話的なことを申しましたが、私は

皆さんのように専門的な教育を受けていません

ので、自治省からりっぱな船長をお迎えしまし

たけれど、あとのクルーズはいい加減だから、

どこへ船が埼くかわからないということで、キ

ャップは心配だったんでしょうね。20万円やる

から本を買ってこいといわれまして、当時の20

万円というと、大変な額でして私も本を買うの

は好きでしたが月給が安かったものですから本

を買っている人を見るとうらやましいなあと思

いました。ですから20万円もらった時は喜びい

さんで、銃む時の苦労も考えずr行政計画の理

論と実際』、これは計画を作られる方でしたら

必ず暁まれると思うんですけど、日本行政学会

が勤草啓房から出しているんです。この本とか、

r日本の経済計画.』、rライフサイクル構想』、

r田園都市槻想』といったような本をたくさん

謎みまして吉田山会館にこもっていっしょうけ

んめい勉強しました。

・仕邪はだんどりFという言葉があります。私も本

当に仕耶はだんどりだと思います。例えば、皆さんこ

れから御卒業して一県庁へ入ってほしいですね。き

れいな人ばかりですから－まあいろいろな所へ勤め

て、仕耶をするわけですが、仕事をする全体の

エネルギー、手間、暇をトータルで10とした場

合に、8まではだんどりだと思うのです。だん

どりの悪い仕邪だと手戻りになります。どんな

仕耶も時間との賦争でもあるのですが、時間が

ある限りだんどりを先ずキチッとするべきだと

思います。だんどりをする時に、文章で書いて

いる人がいますね、例えばある会社の再建を任

された珊合に、長々と「我が国の経済は．…｡b」

とか沓いてくるんですね。長い文章を書いても

社長は謎んでくれないと思うんですね。県庁で

も、私は暁みません、そんな文章は。忙しいで

すからね。そういう時はチャートにすると良い

のです。これは、非常に便利です。先生方も学

生の論文を錠む時、今のまん力写で読みにくいの

がありましたらチャートで書いてこいと蔚かす

といいと思います。上手にチャートで書いてこ

られて、わからなかったらわからない方が悪い

んです。というのは、これをきちんと書こうと

思ったら本当にわかってないと緋けないんです。

長い諭文を薪けるぐらい物事がわかってないと

上手なチャートが櫓けないのです。

3．行政計画の3部柵成

行政計画の3部柵成ということがいわれてい

ます。レジメにもありますが、栂想縞(Vision)、

叶画編(Plan）､推進計画（Program）の3部柵

成です。私たちが畏計にとりかかった頃は、だ

いたい地方自治体の計画がこういうかっこうに

固まってきておりましたので、初めて三亜県の

計画でも柵想編、叶画編、推進計画の3部作で

いくことにしました。

①柵想網

柵想編というのは、田川知邪なら田川知事の

政策をかなり長期の展望にたって、私たちの計

画は50年頃作粟を始めまして、60年が目標でし

たから、10年先を見通してどういう展望に立っ

て行政をしていくべきかというのが櫛想編、私

は、これを県民共通のゴールを描くという表現

をつかっているんですが、県民侍さんに三重県

はあのゴールを目桶して走って行くんだなあと

いうゴールを描く、これが榊想編です。300頁

の中の約;､70頁を使いましてこの柵想鶴を
－3－



密いております。ここでは、主に福祉と土地利

用を栂想絹の目玉にしたわけです。福祉という

桐祉というのは、行政計画としては非常に宙きにく

い、表現しにくい分野なんです｡なんとか福祉を目に

見える形にしよう。福祉の指標化といいますか

indiCatorを求めるということで福祉指揮を作

ることにしました。福祉指標というのはこの当

時非常にはやっておりまして、他の県でも盛ん

に採用していた頃です。三重県もやろうという

ことになりまして、それではどのようにして作

っていくかなんですが、3とおりくらい方法が

ありまして、1つは全国平均を仮に50とした場

合、三m県はいくらかというふうな比較をしま

す。2つめは、学者であるとか、その道の専門

家に何回もアンケートをしまして－デルファ

イ鯛査というのは御存知だと思いますが－同

じ質問を数回ぶつけまして、考え方を収れんし

ていくというやり方をします。それともう1つ

は、アンケート調査で住民に直接聞く。「あな

・たは幸せですか？」というふうに聞いていく。

こういう3つの方法があるんですが、私たちが

採用しましたのはアンケート調査です。3,000

くらいの樋本を対象に県民の福祉に対するアン

ケートをしたのです。もう一つの作業は、三亜

県の禍祉の現状がどうなっているかという調査

をしました。例えば、短期大学がいくつある力，

とか、高等学校がいくつあるかとかいった現状

調査です。それとアンケートを組み合わせて、

三亜県の福祉は何点位だということを示そうと

したのです。その結果は、3つの項目にまとめ

まして、1つは三重県内の福祉を全体で100と

した場合に、その内訳はどういうふうになって

いるか調査をしたわけです。一番してほしいと

いう要望の多かったのは、何だと思いますか。

住宅問題だったのです。住宅を何とかするべし

－それから教育とか福祉とかでした。そして

もう1つは同じ福祉の満足度でも、津の方と尾

鷲の方では違うのです。都市部と田舎では違い

ますし、住んでいる地域で満足度というのは連

うんですね。それを点数化しようということだ

ったのです。

従来、地域によって人間の充足度というのはどう連

うかというようなことを調べる場合に、三重県では、

四日市、桑名を中心とするj躍り地域、この辺を中心と
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する中勢地域、それに、伊勢・志摩、伊賀、東紀州と

いった5ブロックでやるのですが、これはいけないと

いった5ブロックでやるのです“これはいけないと思

うのです。例えば、北勢地域でも、員弁の奥の

方と四日市市内は違いますし、小さな市とはい

いながら尾鷲市のまん中の人と山奥の方は違う

ということで、クラスター分析というのをやり

ました。地域の似たもの夫婦を染めたわけです。

三m県内の似たもの地域を9租類に分類して集

めまして、大都市、中都市、工業都市、農村部

といった具合に分けてあなたの地域では何が足

りませんか。これはどうですかという聞き方を

していったわけです。このようにきめ細かに調

べていきました。これは本当の話でして、北勢

地域は進んでいる、大都市に近いとひと口に言

いますけど、実際中に入ってみると、いろいろ

です。松阪の方でもそうです。それからもう1

つは、国の福祉の平均を50としてその50を中心

に三亜県は何が足りている、何が足りてないも

物差しを作っていったわけです。ただ、私は、

ただ、私は、福祉指轍というものに技術的に未解明

のものがあるということで終始反対していました。例

えば､学校がいくつあるとか、鉄筋の橋がいくつ

あるかというのは数字でカウントできますけど、

あなたは幸せですか、あなたの余暇はどの程度充

足されていますか、というのを点数にしようと

したって無理な話でして、私は、無趣味で、ゴ

ルフ、麻徹、碁も知りませんし、パチンコもさ

わったことがありません。ただ将棋は好きです。

それで、私は、余暇の満足度ってどうやっては

かるんですとききましたら、図笹館に本が何冊

あるか、映画館が何軒あるか、ボーリング場が

何軒あるか、そういうので余暇の満足度をはか

るということなのです。それなら将棋盤はどう

なるんや／と言いましたら、そんなことは無理

な話。それからもう1つは、有り余る程幸せで

も、まだ不満を言っている人、ポロは肴てても

心は錦といったようにいつも私は満足ですとい

う人、そういうのを聞いてまとめて点数にした

ってそれは学術研究なら通用するけれど、県の

計画にそういうものを持ち出したら私は自信を

持てないと言いました。今でもあれはどうだっ

たのかという気がしています。私がしつこく言

いましたので、少しだけ本文に、技術的に未解



明な部分があり将来にわたって、福祉指標につ

いては三函短大で研究してもらうというような

ことを譜いてあるので、ご検討頂きたいと思います。

槻想編の目玉のもう1つは、土地利用で

すが、こっちは、私が担当しましたが、これこ

そ、数字化が可能なのです。例えばこの教室の

スペースをメッシュに切っていきますと、その

切ったひとコマ、ひとコマの傾斜であるとか、

どういう使われ方をしているとかというのはわ

かるのです。三重県も広いですけど’賊とかO5

hMiとかに切って、そこの土地が痩せている、ビ

ルが建っている、田んぼになっていると調べて

いったら、一目瞭然、三重県の土地がどういう

使われ方をしているか。将来どう使われるべき

か、科学的にでてくるんです。ただこれはすご

いお金がかかるんです。5千万とも1億とも言

われるほどで、コンピュータを駆使してやると

お金がかかります。我々は1つの方法として可

能とはわかりましたが、このメッシュ法はとら

なかった。私たちがまず始めたのは、土地と人

間というのはどういうかかわりがあるんだろう

というところから入っていったのです。土地は

どういう使われ方をされているか、ということ

です。それで私たちが行きつきましたところは、

”住むために使われている〃〃働くために使わ

れている”、そして”憩うために使われている″

という3つの側面から三亜県の土地の利用につ

いて、計画化をしていこうということでした。

あとで知事は憩うの次に学ぶというのをつけま

した。ですから今は、知事は、住む、働く、憩

う、学ぶという言い方をしております。ちょっ

と言い訳がましくなりますが、私は憩うの中に

学ぶを入れたつもりなんです。やはり、学ぶと

憩うは違うんですかね。余談ですが、今でも学

ぶは憩うの中に入ると思っています。

柵想編の土地利用のところで､私は2つの目玉を作っ
ております。その1つは、三璽県の都市がどうあ

るべきかということです。三重県には御承知の

とおり、13の市があります。行政上の都市と市

は連いますが、ここでは市を都市と考えて13の

都市が並んでいます。この都市の中のいくつか

をもっと大きくするべきであるという議論と、

これはこのままにしておいて、迎挽させればよ

いという識治の2とおりありまして、私たちが
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とりましたのは、碁石を並べたように、連珠状

の都市と呼んでおりますが、四日市市をどんど

ん大きくして、30万、40万都市にするんではな

くて、それぞれの地域に拠点都市を育成してこ

れを辿挑していくべきであるということをこの

計画の中に嘗いたのです。

それからもう1つは､伊勢湾をどうするかという問題で

す｡愛知県の方もおられるそうで､さしさわりがあるか

もしれませんが､東海三県､愛知、岐阜、三重とあ

りますが、いつもいいかつこうされるのは愛知

県なんです。先に愛知県の知事さんがパーっと

言われるんですね。あとで三亜県の広報課長が

おこられるわけです。どうして、三重県が先に

言わなかったのかと。そこでひとつ愛知県より

先にいいかっとうしてやろうということで、こ

の長期総合計画の中へ伊勢湾の利用についてと

いうのを書くことにしました。知事のところへ

持って行って、長計で伊勢湾を替きたい、愛知

県に先にけん制球を投げてやるべしということ

になりました。その時に、知事が私に言いまし

たのは、伊勢湾というのは、母なる海である。

母なる海について、言及するということは極め

て、恐れ多いことであるから神にひれ伏すよう

なつもりで伊勢湾について啓けと言われ、困り

ました。中身は納期までにできたのですが、書

き出しがどうしようもないのです。困り果てま

して、今、松阪木綿の田端さんという方がいる

んですが、この方がこの当時、県庁唯一の物智

きと言われておりまして、私は非常に尊敬をし

ていたものですから、田畑さんの所へ行きまし

て書き出しを教えて下さいと言いました。そう

したら、そんなことはちっとも難しいことばな

い。伊勢湾と三亜県は切っても切れない間柄じ

ゃないか。伊勢湾があって三重県だし、三画県

があって伊勢湾だよ。そう瞥いたらいいじゃな

いか。ちょうど夕方の4時頃で、夕焼けが窓に

映ってまして今でも覚えています。それで書き

ましたのがちょっと読まさせて頂きますと「三

重県の歩みはその歴史においても、将来の展望

においても、伊勢湾と切り離すことはできない。

その長い海岸線と広い内海は交通産業面はもと

より、県民生活における潤いと憩いの場として、

さらには気候・風土のうえか．らも三亜県とは密

接なかかわり合いを持っている。」というもの



でした。わずか4行ですけど、このような文章

を朝の4時頃までかかって書きました。知事の

ところへ持っていきましたら、まぁよかろうと

いうことで、今無蛎に活字になっています。そ

んなところで栂想縄の土地利用のところでは、

都市のあり方を方向づけしたのです。4．5日

前に、座応大学の加藤先生の識演を聴きに行っ

たんですが、加藤先生も、今はもう大きな都市

を作る時代ではない。中小の都市が競いあって

特色を出す時代である。ということをおっしゃ

っておられましたが、我々が十数年前に三亜県

について出した結論が当たっていたなという気

がしております。それから三函県の大きな問題

それから三m県の大きな問題の中に原発問題

といののがありますが、これを規定しておりま

すのが、電源立地四原則という“fありまして、、県

民の禍祉に役立つこと〃、斑境との調和がはか

れること"、地域住民の合意が得られるとと″

、安全性が確保されること"､これが三重県の原

発に対する四原則なんです。、福祉に役立つこと"、

〃環境は大丈夫か｡W住民はOKと言ったか"、

”安全性は大丈夫か″、この四原則を三亜県は

掲げているわけですけど、この初めの3つが私

違が長期総合計画の作業の時に、伊勢湾につい

て密いた文章と同じなんです。伊勢湾の今後の

利用については､･福祉に役立つこと。、”斑境

との調和がはかられること"、″漁民のみなさん

もふくめて合窓が得られること〃、それに安全

性が加わったのが今の原発の四原則になってい

るわけです。後でこれを知りまして、複雑な気

持ちになりましたけれど、我々計画屋に向かっ

て、「また紙くずを作っているのか」という人

もいますけれども、決して計画は紙くずではな

いと、例えば都市の問題にしましても、伊勢湾

の間皿にしましても計画は生きているというこ

とが言えると思います。

②叶画縄

今度は計画縄の方ですが、技術的な話になり

ますので、レジメにもいろいろ瞥きましたが、

例えはあなたならあなたの生活をひとつのボー

ルに例えますとそのボールの中にはいろんなも

のが入っているわけです。健康の問題、教育の

問睡、安全の問題、労働の問題、そういったも

のを県庁ではいろいろな課で仕事をしているの

－6－

ですからこれをどうやってまとめていくか。こ

れを体系化といいます。丸いものを広げまして、

どうやってまとめていくかというのが計画の体

系化ということなのです。例えば老人をとりあ

げます。老人というのを見る場合に切り口がい

くつもあります。例えば健康、福祉、生きがい

というような切り口もありますし、家にいる老

人、病院に入っている老人、施設に入っている

老人という切り方もあります。それから60歳く

らいの初老、70くらいの中老、80くらいのー

言葉は悪いですが一終老そういった切り方も

あります。1つの施簸をいるん芯切り口かあり

ますのでその切り口をまず見つけていくと、県

の行政はいろんなことをしているわけです。大

きな柱だけで20くらいたてまして、その柱の次

に小柱をたてまして、小柱の次にまた小柱をた

てましてというように県の仕耶を吹き流しのよ
●●●o

うにばらえていきまして、いちばん右端に一つ

一つの仕耶があるわけです。広報の仕瓢、電波、

活字というように、それを全部洗い出すと数百

になるのですか、その数百についてこの計画の

ように香いていくというような気のとおくなる

仕砺をするわけです。老人ひとつとりあげまし

ても、切り口がいろいろありますので、謹論を

しながら計画を作っていったのです。

もう1つは､しょせん地方ME時代と言われていても県は

県ですから国の考え方を横にらみしながら計画

を作りませんと一昔は三m県だけいいかっこ

してもよかったのですか、股近は国の施策と整

合をとりなからやりませんと－損をする場合

があるのです。だから今、国はどういうことを考

えているかということを、整合性をもたせなが

らやっていく。ところがこれが難しいのでして、

できるだけ先取りをしたいわけです。国がいい

出す前に三亜県が先に言わないと。しかし、ま

ちがったことを先にやりますと後で恥をかきま

すから大変難しい。ですからこういうものを作

る時は、まず、国の審澱会、般近ですと鴎凋と

か、そこでどういう鍛蛤がされておるかという

ことを調べるのです。それから学者先生がどの

ような諸陣をはっておられるか資料を染めてき

て研究するわけです。そしてこれはきっと具体

化されるぞというものについてはキッチリと醤

いていくということです。そこで私のやったの



lま、ボケ老人対策一三頭県はボケ老人対頭の

先進県一といわれています。長期総合計画に

も香いています。そういったことで計画縄はわ

りと身近な問題を細かくとりあげて妃述をして

いきます。

それから計画の具体性ということですが､具体的に番

きますと、翻いたら番いただけ後で問題もおこるわけ

です。ところが具体的に宙かないと、あんな物は作文

ではないかと言われるわけです｡具体的に密きたいけ

ど沓けないという時は、叶画によってはいろい

ろ約束があるそうでして、例えば三亜短大をり

っぱにすると沓きますね、これが一番いいわけ

です。昭和何年までに三m短大を建て替える、

関係者はそう番けと言うわけです。私たちも宙

きたいんですが書けないときには″三亜短大の建て替

えを推進する″と醤くわけです。推し進めると

ね。これは言いきったのよりちょっと弱いです。

その次は″三画短大の建て替えを促進する”と

番くんですね。推進と促進はちょっとちがうの

です。推進というのは自分でやるわけです。促

進というのは促がし進めるわけですからだれか

にやってもらうわけです。お手伝いですね。そ

の次は、〃三m短大の建て替えを検吋する〃で

す。このへんになるとだいぶあやしくなるので

す。その次は″～等を進める″と砂きます。三

函短大どうしてくれるんだといわれたら、「こ

の″等”の中に入っているのです」となるので

す。こういうやり方もあります。というわけで

計画の具体性というのは非常に難しい。この辺

は企画園さんと財布をにぎっております財政当

局との一騎打ちになります。私の経験から宮い

ますと、大王町にいこいの村という勤労者の施

設があります。それから、一身田に身体陣害者

総合福祉センターがあります。これは整鮒をす

ると瞥いてあります｡で､ちゃんと趣ちました。

美術館もそうです。しかし中には､未だにα検討

する兎"促進する"があるかも知れません。それは

それで実悩があるわけですから広報課長を氏め

ないでほしいのですか、計画には具体性が必要

だということでございます。

③推進計画

それから、こういうわけで、榔想網と叶画縄

ができるわけですけれど今度は別冊で、推進叶

画というのを作るわけです。推進叶画というの

lま、3ヶ年ずつのころがしの計画です。例えば、

私が幸せな家庭を築こうと結婚するとしますね。

かわいい子を産んで育てようと新婚の時だれで

もそう思うでしょう。これが綱想絹ですね。10

年のIHIに、男の子と女の子を作って、私の場合、

そうはいかず男の子2人で「すね」をかじられ

て今困っているのですが、こういう計画、もう

ちょっと近い話になりますと借家住まいをいつ

までもしていられないから､3年くらいの間にマイ

ホームを作ろうかということで、でもなかなか

思うようにいきませんから2年くらいたつと、3年

と言ったけどまた3年後にしようかと、こうい

うことで推進計画になるわけです。これは別冊

で3年分ずつ作っていくわけです。ですから計

画の3部槻成といいましたけども、櫛想掲があ

って高々と打ち上げて、計画網で細かく作って、

そして推進計画でそれをきちんとフオ，ローじてい

くというのが私どものもっている計画の柵図で

す。
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3．自治体計画の効用

それから計画と自治体の効用ということなん

ですが、本当はこれを一番申し上げたかったの

です。もちろん計画というのは、私がよく悪口

を言われるように紙くずを作っているわけじゃ

ないんですから、計画に従って、県政が動いて

いくというのが当然の計画の効用だと思います

けど、それ以外にも計画の効用というのはいろ

いろございます。ひとつは､公表効果（announ

－cementeffect）というんですが、例えば

所得倍地と池田さんが言ったわけじゃないそう

ですけれども、このようなことを言いますと世

の中がパァーと明るくなりますね。そういうよ

うに計画を作りますと三重県が、当時の広報課

長がパァーと宣伝しますからとたんに展望がひ

らけるわけです。そういう公表効果があるわけ

です。ただ私は思うのですが、もう今はバラ色

の31画ははやらないと思うのです。今私たちがも
っている叶画は決してバラ色ではありません。

これから作る計画はむしろ問題提起型の計画で

なければいけないと思うのです。複数の案を提

案していく、例えば三亜短大の建て替えを仮に

密いたとしても、複数の案を計画の中に盛り込

んでいって、できれば優先順位をつけながらそ



れを提案していくという計画になると思うので

すが、それはそれとして計画ができますと、公

表効果というのがございます。

それからもうひとつは計画というものは企画と皿き換

えてもいいと思うのですが､しよせｿuま危険排除だと思

います。阿頭、私は企画というと派手だと思わ

れがちと言いましたが、決してそうではありま

せん。いかにして田川県政が歩いていくうえで

大きな石とか卿を取りのぞいていくか、あるい

はどうやってのり越えるか、将来にわたって危

険排除をしておくというのが危険排除即ち計画

だと思います。だから、おろそかに笹きますと

石につまずいたり洞にはまったりします。これ

は、企画屋としてもっとも恥じるべきことだと

思います。

もうひとつ最後にお話したいのは､私は今日､こうい

う所で詔す資格のない人間ですけれど､話をさせても

らっているということは、このM1画に桃わった時に私

は一生けん命になってﾀfI職の貯金をしたわけです。叶

画が終わってからももう少し貯金しましたから利息も

つきましたし、38才から40台前半にかけて、貯金

をし、その利息はもうなくなったかもしれませ

んが、元金をこうやってみなさんにお話できる

大きいプロジェクトに棚わると何よりも自分の

勉強になる、県庁もそうですが大きな会社でも

修馳甥をくぐりぬけた人間を常時もっていると

いうことは大変な財産だと思っています。そう

いう経験者の知恩は減りませんからね。もらっ

て迷惑になることはあっても、荷物にはなりま

せん。ですから叶画作りに柳わるというのは大

事なことじゃないかと思います。

4.三m県の当面する課題

第一次長期総合計画につきましては以上で終

りたいと思いますが、股後にせっかくの槻会で

すから、三砿県が今どんな問題をかかえている

か賭したいと思います。ひとつは、昭和69年世

界まつり博というのをしようという叶画があり

ます。御承知のように68年に伊勢神宮の御遇宮が

ございまして、たくさんの方が三亜県を訪れま

すのでその翌年に三Ⅲ県で世界のまつりを呼ん

で世界まつり博をします。今年の知邸の年頭あ

いさつでも言っておりますが、今年がスタート

の年であると新聞にも戦っています。それから
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国際リゾートゾーンというのが鰻近さかんに言

われておりますが、県庁の3階の政策課の人口

に、国際リゾートゾーン推進本部という稲板が

かかっております。ここで、三亜県の伊勢志摩

から南にかけて、世界に通用する大リゾートゾ

ーンを作ろうととりかかっております。1月4

日に中曽根さんが三重県へこられた時、伊勢で

記者団に三重県に国際リゾートゾーンの可能性

はどうですかと質問されて、三亜県はいい所で

す、とおっしゃってかなり評価をしてくれまし

た。国際リゾートゾーンに向かってこれからや

っていかなければならないと思っております。

それから国際空港の問題があります。今、大阪

空港の着工、成田の拡充、羽田の拡充その次ぐ

らいに伊勢湾のどこかに国際空港をつくろうと、

愛知・岐阜・三重が集まりまして検討しておりま

す。なるべくなら三函に近いところをと思ってい

ますがこれは専門家の研究に待たなければいけ

ないと思っております。国際空港に関迎しまし

てコミュータがいわれています。これは地域

空港といいますか、ちょっと小さいのです。今、

東京へ行くのに3時間半かかります。熊野・尾

鷲へ帰るのもやはり3時間半です。たいへんな

ことですね。飛行機でひとつ飛びというために

コミュータを検討しております。それから伊賀

上野では、上野新都市柵想というのがありまし

て、研究がおわって、既に用地買収にかかって

おりますし、松阪では松阪中核工業団地という

のがあります。

先程申しましたが、年頭の知事の挨拶という

のは広報課が書くことになっていて11月頃宙い

たんですが、ずっと書いてきて、来年の抱負と

いう所でつまりまして、昔ならいっぱいあった

のに世の中がおちついているのか、難しいのか

大変困ったんですが、世界まつり博を県民共通

のゴールとして成功させたいと思います。

おわりに一「広報」の広報－

それから広報の広報について、広報課の

広報ですが、約2値のお金を使いまして県

庁のいろいろな宣伝をしております。砿波

で約1億、三m県提供番組というのがあるんで

すよ。見て下さいね。三亜テレビなどでやって

おります。来月の1日～6日まで、新側の三m．



版の下に私の店が扱っている商品（広報番組）

の一覧表がでますので、切りとってどこかへは

っておいて下さい。6千万円程で新聞の公告も

しています。それからもう6千万円かけて自前

で県民グラフを1万部作っております。歯医者

さんや床屋さんでみて下さい。今まで表紙も

風景とかが多かったんですけど、地場産業をほ

りおこそうということで日永のうちわをやりま

した。あと松阪木綿とかね。全部、職員かする

んです。金持ちの県は噛通とかにもっていって

りっばなのを作るんですが、本当に大変なんで

す。中の文章も大変工夫されています。手これ

ずし、鮎料理なんかね。みなさんも広報課へき

ませんか。もう一つは一軒ずつ配っているんで

すか、いろんなお知らせとか、これは50万部･

送料が高いですから、この2つで約6千万円で

す。県民1人あたり約130円位の広報費を使い

まして三通県の広報をしております。来年も広

報課長をしておりましたら、これは、初めて公

開するのですが来年のキャッチフレーズ、”す

ばらしい三重"というのをメインに〃うつくし

い三亜"〃やさしい三m"〃たくましい三亜”

と体系化して、2憧円の金を使って大キャンペ

ーンをはりたいと思っておりますので御声援頂

きたいと思います。般後の方はメロメロになり

ましたが、これで終りたいと思います。どうも

ありがとうございました。

（文貴平野）

〔受入図書一覧〕

本研究室が昭和60年7月～12月に受入れた図宙は次のとおりです。

蝿人労働の実悩（昭和60年版）労働省蝿入局

厚生白瞥（昭和 6 0 年 版 ） 厚 生 省 縄

地域経済の変容過程一熊本県の経済と社会一

北古賀勝幸・井上吉男

家庭椴能とその施策の充実の方向に関する調査

報告書経済企 画 庁 国 民 生 活 局

消費柵造変化の実態と今後の展望

一「大衆消闘」から「消費ルネサンス」へー

経済企画庁国民生活局

鉄道六法（昭和60年版）

辿輸省大臣官厨国有鉄道部運輸省地域交通局監修

建設六法（昭和61年版）建設省文智課監修

税法用語辞典昭和59年改訂新版鎚田正監修

市民統制と地方自治高寄昇三

都市政策識典節7梨経済開発の理論と実践

神戸都市問題研究所

公立大学その現状と展望内田穣吉・佐野豊

新山村邸 悩 小 鳥 刷 逸

現代資本主餐躍榔20

日本の経営・地域・労働者上巻北川隆吉
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現代資本主義鰻書21

日本の経営・地域・労働者下巻北川隆吉

地域のなかの公務労働重森暁

科学全寄14大学入試制度佐々木享

現代の都市政治比較・実証研究土岐寛

地域経済学体系地域政莱の叶画と適用

坂下昇他

21世紀の産業立地ビジョン

通商産梁省立地公害局工業再配固課監修

新摘報詰組織・関係・愉報の新たな展開

経済企画庁総合計画局幅

21世紀の福祉型情報通信システム

郵政省通信政策局編

航空行政の現状と問題点－総務庁の行政監察

結果からみて－総務庁行政監察局

公益法人の現状と問題点－総務庁の行政監察

結果からみて－〃

晒報駆業の現状と問題点－総務庁の行政監察

結果からみて－〃

漁 業 振 興 の 現 状 と 問 題 点 ”



宵少年と活力総務庁青少年対策本部絹

総合レビュー科学技術愉報活動の現状と展望

第7巻データベースの高度利用

科学技術庁

附報化時代の消費者政莱

経済企画庁国民生活局消費者行政第一課細

社会参加活動の実態と課題

経済企画庁国民生活局国民生活政策課縄

中小小売商業の悩報化ビジョン

中小企業庁小売商業課

図晩くらしの国際比較国民生活センター

柵報武装型卸売業ビジョン

通商産業省産業政策局商政課

生産性向上技術の新耶愉マイクロエレクトロ

ニクス化の進展と産業・耐用の変化

頑商産業省産業政策局企業行動課

転換期の人材開発

産業政策局大臣官房企画室縄

平和問題研究会報告醤国際国家日本の絶合安

全保障政策内閣官房内閣審議室総合安全

保障政係閣慨会議担当室

消費者物価指数年報（昭和59年）総務庁統計局

貯蓄動向調査報告（昭和59年）”

家計調査年報（ 昭和59年）”

地方財政統計年報（昭和60年）

地方財政調査研究会

労働力調査年報（昭和59年）総務庁統計局

国民経済計算年報（昭和60年版）

地域経済総覧臨時地刊1986高柳弘

実務衛生行政六法（昭和61年版）

厚生省健康政莱局他

市街地再開発'85

建設省住宅局市街地建築課監修

再開発関係文献資料典

一主要文献便覧・文献目録一

全国市街地再開発協会

〔編集後記〕

2月。いずこの例にもれず、年度末を控えて

地研も忙しい季節である。Aプロジェクトは胤

羽駅前再開発調査の終盤を迎え、Bプロジェク

トは「三並県における生涯教育の現状と課題｣、

三砿県及び桑名市・鈴鹿市・名張市の同和地区

日本の都市再開発

市街地再U11発I嘩の全記録全国市街地再開発協会

教育実践那典1教育実践耶典刊行委員会編

教育実践の猫理と構造

〃 2 〃

教育指導I

” 3 ”

教科指導Ⅱ

” 4 ”

生活指導

〃 5 〃

地域に根ざす教育実践

近畿圏の交通耶悩梶原滴

ホテル旅館ハンドブック60年度

レジャー産業研究所

数字でみる観光1985

運輸省国際迎輸観光局

NIRAOUTPUT

クルマ時代の地方都市交通政簸

総合研究開発機構

自動車六法（昭和61年版）自動車法規研究会

海事法令シリーズ5港湾六法（昭和60年版）

迎輸省港湾局監修海耶法令研究会編

地域振興プロジェクト総覧地域振興問題研究会

数字でみる民鉄'85迎輸省地域交通局

日本国有鉄道監査報告書(昭和59年度）

日本国有鉄迩監査委員会

観光統計要覧1984（1964～1984）日本哩光協会

海事法令シリーズ1海運六法（昭和60年版）

迎輸省貨物流通局監修

社会緬祉選餅10老人福祉詩松崎粂太郎

識座差別と人椛7高年者

磯村英一。一番ケ瀬康子・原田伴彦

地方財政計画(昭和60年度）自治省

国際観光の新たな発展のために

内閣総理大臣官房審議室

生活実態凋査の股終段階に入っている。研究員

諸氏の労苦の末に生み出されていく諸成果が、

机上のホコリにまみれることなく、咲民に広く

活用されることを願ってやまない。（平野）
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